「まだできないだけ」　ウィン　ニェイン　エー
皆さんは、よく知らない国で一人ぼっちになったことがありますか。
私は、日本に来たばかりのころ、そのような経験をしました。

ミャンマーにいたときから、私は日本で勉強することを目標に一生懸命努力してきました。
夢がかなって日本に来たときは、とても嬉しかったです。
しかし、最初は日本語があまり話せなくて、周りの人と会話ができず、まるで一人ぼっちのように感じました。
日本に行く事を家族も心配して反対していたし　私は「日本に来て本当に　よかったのだろうか」と少し迷いました。
でもその時　父が　昔言った言葉を　思い出しました。
「あなたはできないんじゃない。まだできてないだけだ」という言葉です。　
私はそのときどんなにつらく悲しくても今は一生懸命頑張ろうと決めました。

その後あるとき、私は駅で道に迷ってしまいました。出口が多いので間違えて出てしまって、どうすればいいのかわからなくなってしまいました。
そのとき、私は日本語があまり上手に話せませんでした。でも、勇気を出して近くにいた日本の高校生の女の子に「南口に行きたいです」と伝えました。
すると、女の子は丁寧に、私に教えてくれました。でも、私はよくわかりませんでした。するとその女の子は、自分の自転車があるのに、私を正しい道まで案内するために、自転車を押して一緒に歩いてくれました。
その時日本人は見た目は冷たそうに見えるんですが、本当に困っているときには助けてくれて「日本の人は本当に優しいな」と感動しました。小さな親切でも、人の心に大きく残ることがあるとわかりました。
この経験は、私にとって忘れられない大切な思い出です。それに、学校の先生や一緒に働いている仲間から日本語を教えてもらったおかげで、今ではかなり日本語を話せるようになりました。コンビニでも働いて、お客様に良いサービスをできるようになってきました。お客様からも、「お姉さんいつも元気でがんばっているね」と ほめられるようになり、とても嬉しいです。
その経験により、私はお客様にサービスを提供する仕事に向いていることに気づきました。
今は、それにむけ専門学校もしっかり決まり夢を形にするため、これからも努力を続けていこうとおもいます。

駅での小さな出来事と、父の「まだできてないだけだ」という言葉は、私に大きな勇気をくれました。
言葉や文化の違いで不安になることもありますが、助けてくれる人がいるという事を知っているから、これからも学び続け、誰かの力になれるよう頑張っていきたいと思います。
ご清聴、ありがとうございました。
